（川原田　質問）

５．河川環境について
土曜日に東灘区の住吉川、灘区の都賀川へ、日曜日は垂水区の福田川に出向いた。
住吉川、都賀川については震災後整備が進んでおり、どちらも共に川辺に遊歩道が設けられ歩けるようになっている。
住吉川のほとりでカワセミを見かけた。カワセミは水のきれいなところの上流にしかおらず、他にカモも見かけた。
都賀川では、大きな沢蟹がいた。
これにくらべて、福田川は整備に取り組まれているところではあるのだろうが、土手に階段があるものの閉鎖されて入れない状況になっていた。
また、川底に砂利をあまり含んでおらず、雨の影響もあったのかもしれないが、魚の姿が見られなかった。

　河川の主な整備は県の事業とは聞いておりますが、市もプロムナード作りや共同工事などで一緒に整備をしているものと思います。神戸の同じ街中で六甲山に近いといういい条件もありますが、東の地域でここまできれいで生物と共存できる川作りができているのですから、その他の地域も東に負けないような憩いの川の整備をお願いしたいと思います。

地形やその他で妙法寺川では難しいのかもしれないですが、福田川についても市街地東部の川で見られるようなプロムナードの整備と生物が住める環境をお願いしたい。
市内の市街地河川の水がどれくらいきれいなのか、川底の整備を施工時にどのように進めていくのか、生物の生息状況はどうなっているのか、お聞きしたい。


（神戸市回答　建設局）

市内における河川改修は、国、県、市が協力して改修を進めており、従来の河川改修の主たる目的は「治水」「利水」であったのが、平成９年に河川法が改正され、「河川環境の保全」が位置付けられた。
田園地帯を流れる明石川水系の伊川や櫨谷川等においては、護岸の構造等を考慮し多自然型の河川環境づくりをしており、市街地の河川においても、可能な限り生態系にやさしく、親水性のある川づくりに取り組んでいる。
また、阪神淡路大震災を契機として、見て頂いた都賀川をはじめ、市内の主要な河川は「防災ふれあい河川」として、災害時の河川の水利用に配慮するとともに、平常時には「市民のふれあいの場」となるように、親水広場や遊歩道などを整備し、親水性を図るとともに、生態系にやさしい河川整備を兵庫県と協力しながら実施している。
市内の河川では、環境局が、月に１度、定められた場所において水質・流量の観測を行っている。
Ｈ１４年度の観測によれば、市街地東部の住吉川や都賀川では、水の汚染状況を表すＢＯＤは、１リットル当たり１ミリグラム以下の良好な水質であり、これは、環境基準では、最も良いＡＡランクに相当している。

また、市街地西部の福田川においては、川底が水に浸食されやすい泥岩であるため、その微粒子が浮遊し、少し濁っているように見えるが、ＢＯＤは、１リットル当たり２ミリグラム以下であり、Ａランクとなっている。
福田川では、現在、川底を掘下げる工事を実施しており、その中で、魚や植物が育ちやすいように、自然石で護岸をつくるなど、生態系に配慮した改修を進めている。
また、地域の方々の河川への関心も高まってきており、メダカの放流も行われ、魚の数も増えてきたという声も頂いている。

最近の調査では、オイカワ、フナ、コイ等８種類の魚が確認されており、鳥類では、カモやカワセミも姿を見せている。
また、市民の方々が水辺に近づけるように、「奥畑親水公園」「あじさい公園」などの整備を実施し、親水性の確保にも努めている。
福田川では、現在、より「安全で安心な川」を目指して、地域の方々や学識経験者が参加する「流域懇談会」を実施している。
この中で幅広い意見交換を行いながら河川環境を含めた今後の整備計画を策定する予定である。
須磨区の妙法寺川でも、福田川と同様に「流域懇談会」を実施する予定で、現在その準備作業を県と協力して行っている。

神戸の河川は急峻であるため、全ての河川で魚が住めるような多自然型の整備ができないが、安全性を考慮しながら、河川愛護団体をはじめとする地域の方々の理解と協力のもと、生態系や親水性に配慮した改修を行っていきたいと考えている。
（再質問）
福田川の階段が閉鎖されているのはどういうことか､現在整備中であれば利用出来るようになるのはいつ頃になるのか。
福田川に降りる階段については、川の水を農業用水として利用されていた経緯があり、農業を営む人々が水を汲み上げるためのポンプを設置する際に設けられたもので、非常に急な勾配で幅も狭く通常使われるような設計になっていない。

このように、非常に危険であり、子供等が使用して怪我があってはならないので、河川管理者である兵庫県、また神戸市としても、危険を回避する意味で使用出来ないようにしている。
そこで、現在施工中の福田小学校近辺の河川改修工事で設置している階段については、将来利用できるように現在「流域懇談会」のなかで地域の方々や学識経験者と、川に降りるだけではなく上がることも考慮した利用形態について話し合いを行っており、出来るだけ水辺に近づけるよう整備していきたい。
